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ゲノム編集iPS細胞による
疾患モデル

iPS細胞のゲノム編集を治療につなげる

基礎と応用の橋渡し研究に興味のある
学生さんをお待ちしています

４倍体iPS細胞を用いた
多倍体細胞種モデル

大学院：東京科学大学大学院 医歯学総合研究科
お茶の水女子大学 大学院人間文化創成科学研究科

学部卒研：所属大学・研究室と相談 （例：中央大学、日本大学、お茶の水女子大学）
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